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軟かい物性 (およびその周辺 )の実験が望ましい｡


























30- 旭 y6,1972. 1tisspons｡redby theBundesrmi nisterium fd/r
BildungundWissenschaftoftheFederalRepublicofGermany.
Cboperativephenomenaplayan emi nentrolenotonly in.contemporary
physicsbutalso inotherfields, likebiology andsociology.In
physicsafield ofparticular interesthasbeen thatofphase
transitionsinwhichgreatprogresshasbeen achievedinrecentyears.
Morerecently itbecameevidentthatphenomena stronglyreminescent
ofthoseoccurring lnPhase Jlransitionsoccur alsoin systems far
from thermalequilibrium･There are strong indicati,ons that
anew field isdevelopingwhichmay comprlSealso certaiIlbranches
ofbiology,ecology and even certainmathematicalmodelsofsociol喝y･
刀leSymposium isaimedathavingan impetustothisnewdiscipline
bringlng togetheranumberoftop- expertsin the fieldsof
statisticalphysics,mathematicalstatistics,chemistry,biologyand
sociology.





aconcise survey ofphasetransitions in thermalequilibrium ,











Inview oftheratherlargescopeoftopics it isvitalforthe
sucessoftheconferencethatonly concretemodelsandconceptsare
presented.ltis felt thatseveralofthem arenow sowelldeveloped
thatthey form a sound basisfor adiscussion ofthe underlying
corrmonstructure.







11月 25日 堀 淳 一 (北大理 )｢トリエステ事情 ｣
12月 8日 八 木 駿 郎 (北大応電研 )｢NMRか らみ た NaN03
の相転移 ｣
12月 16日 長谷川 洋 (京大理 )｢稀薄合金のスピン共鳴 ｣
o東大 ･教養
12月 3日 峰崎氏 ｢ミニチ ュア ExcitonModelJ
12月 10日 梶田氏 ｢EuOの光伝導｣
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ニュース
12月 17日､三沢氏 ｢磁性 における Fermi液体模型｣
o広大理 西川研
｢高密度 プラズマ の物性 ｣研究会,一1月 10日- 12日 於名大プラズマ
研, 内容 1. 液体金属 2. 金属水素 3. 高温 プラズマか ら
o名大 ･工
o物性談話会 t秩 序の問題 '中野藤生 (名大 ･工 ) 11月 27日 (土 )
o理論物理 コロキウム t 反物質 と宇宙磁場 "
藤本光昭 (名大 ･理 ) 12月 4日 (土 )
人のうこき
o東大 ･教養 .
12月 11日 藤本 氏 メルポ ′レン大学か らミユン- ン大学-約 1年間出
張｡
o広大理 西川研
1972年 3月 よ り6月まで, U.C.LA の Burton D.Fried 教授 (プ
ラズマ理論 )が名大 プラズマ研 に来 られます｡
希 望 ｡意見 ｡その他
日大市川芳彦氏 がこの程. ソ連 キエフでの国際プラズマ理論会議か ら帰 ら
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1972年 3月 よ り6月まで, U.C.LA の Burton D.Fried 教授 (プ
ラズマ理論 )が名大 プラズマ研 に来 られます｡
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日大市川芳彦氏 がこの程. ソ連 キエフでの国際プラズマ理論会議か ら帰 ら
れ ましたので,御希望があれば,市川氏 に頼 まれ ると,何か書いて くれ る
と思 います｡
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プレプ リン ト案内 プレプリント案内
〔北大物性理論研〕
oM.E.Grypeos
GROUND-STATEENERGY OFA MANY,PARTICLEBOSON SYSTEM,
IntemationalCentreforTheoreticalPhysics,Trieste,IC/71/73■
0A.Czachor
ON THESYMMETRY OFTHESELF-FORCEMATRIX OFTHEBORN-VON
KARMANTHEORY,InternationalCerltreforTheoreticalPhysics,Trieste,IC/71/109
oA.CorcioveiandG.Costache













































































































































編 集 部 よ り
t講 読 料 改 定 の お 知 ら せ '
71年度決算報告 (vol.17No.2(1971)･182)に見 られるように本誌の収支
状況が急激に悪化 し,前年度は 41,9万円の支出超過 とな りま した｡この大巾
印刷費がかさんだこと,郵便料金値上げによる発送通信費 が増加 したことtであ
り,収入面では機関会員の入金 が遅れていることにあ ります｡'72年度-繰越
された vol.17N0.6の印刷費送料の支出 と 71年度未入金の収入 を加えると,
実質 17万円の赤字にな り総収入の 13%にあた ります.更に 72年度からは
印刷費が 2070値上 りが決定 しています.これは,ここ 5年間据 え置かれてき
た印刷費のうち,製版代りみを 2年前の一般価格に引 き上げ られることになっ
たためです｡又,長年 プログレス刊行会 の職員の方に ｢物性研究 ｣の事務 レベ
ルの仕事 をしていただいていま したが, プログレス自身の業務 が増加 して,従
来 どお りにお暗いできな くな り,新元 に ｢素粒子論研究 ｣誌の方 と共同してパ
ー トの人 をや とうことにな りました. (雇用条件は-編集員 として,仕事の手
伝いをす るということになっています ). これらの事情か らみて,-72年度 に
は 71年度 よ り大巾な赤字が見込 まれます｡上記諸条件の うち, 71年度は研
究会報告が長かったため,本誌が厚 くなったことがあ りますが,今後は長い研
究会報告は別に印刷することになりました｡ (第 52回研究部員会議事録､vol.
16.Na4 参照 )ので増ページによる印刷費の超 過支出はな くな りそうです｡又
会員はすこしずつ増えているので,少 しの支入増加はあ りそ うです｡√しかし,
印刷費の値上が りが一番大きく支出にひびき,総収入の 20%以上の赤字が見
込まれます｡
物性研究誌 は,手軽に講読 していただけるように講読料 を安 くし,読みやす
レ_'よ うに本誌の字の大 きさを大 きくしていました｡講読料 については,長年据
えおかれたままになってお り,最近 g)諸物価の値上 り,郵送料 の値上 り,人件
費の値上 りからみて, あま りに安す ぎる値段になっています｡そこで,当面次
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編集部より t
のように購読料 を改定 いた しますので諸関係の方々の御理解 と御協力 をお願 い
いた します｡
個人購読
現 行 改 定
lvol. 960円 1,200円
機関購読
現 行 改 定
lvol･ 1,800円 2,200円
(注 1年間 2寸ols. 発行 )
個人購読の入会金 (100円 )は据置きます｡
この購読料改定は,昭和 48年 4月より実施致 します｡財政改善のため,編
集会 話では,本誌使用の活字 を小 さくして,ページ数 を減 らせば どうかとい う
意見もあ りましたが,本誌が,利用 しやすいものとしての価値 をそこなわない
ために,今回は現行の活字の大きさを継続することに決めました｡今回の購読料
値上げは十分な ものではありませんが,購読料 としては しば らくこの線で行 こ
うと考えています｡
編 集 後 記
1971年最後の編集会議は 12月 23日に開かれ ました｡本 日の主な議題
は収支悪化対策の話で,一昨年累積黒字 をどうするかなど賛沢な思案 をしてい`
た頃がなっか しく思い出 されます｡それに しても,基研校費,プログレスいず
れも支出せねばならぬ金額が今年に入 っーて急増,基研所員や関係者は頭 を痛め
つつ新年 を迎えねばならぬ ことにな ります｡金づま りの緊迫化はむろんここに
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編集後記
限った ことでな く,大学共通の悩みで, これは校費による物研会費の未収金 の
増加にも関係 がありそ うです｡大学間題 も理念 より経済問罪に関心 が移行 しつ
つある感 なきに Lもあ らずです｡
収支状況 の悪化は主 として経済界のイ ンフレに収入が追着かないからと言 う
こともありますが,一つには情報量のイ ンフレによることも少 くありません｡
後者 に関 しては情報公害 と言 う言葉 も耳にするようにな りました｡本誌 ではこ
れを反映 して,最近の研究情報 のインフレをどう考えるかについて特集 を行 な
う予定で,各地編集員に情報を集 めるように依頼中ですが,中には ｢別に情報
過多 とは思わぬ｡む しろ当地では情報過疎に悩む ｣と言 う意味 の返事などもあ
り,アンケー トの聞き方がまずかったか との反省意見 も出ました｡ どこに本質
的な問題 があるか,色 々異見 もあるところでしょうO これに関 して御意見をお
持 ちの方は是非御投稿下 さい｡ とまれ,当面の対策 としては会費の改定による
外にないとの結論にな り, 1972年 4月号か ら 2割程度 の会費の値上げをさ
せて頂 くことにな りました｡何 とぞ御了承御協力の程お願 い申上げます｡
これに伴 って, 4月号 よ り裏表低の記載 を金額など多少変 えねばなら晦こと
になります｡ これ との関連 において ｢本誌 の論文 を引用 され るときは著者の了
承 を得てから PrivataCormlunication 扱 いに して下 さい ｣と言 う注意書をそ
のま ゝ残すかどうかが再 び 討 論 され ました *).この断 り書 は,-本誌が他の学術
雑誌 と異 な り,原則 としては論文 の審査 を行なわず, 自由,気軽 で速やかな意
見交換の場であると言 うことに対応 しての注意 です｡従 って本誌 に掲載 された
論文の内容について編集部は責任 をもたぬことにな りますが,編集部はこのこ
とを以て本誌所載の論文がいわゆる priority を主張 し得 ない ものであるとは
考えてお りません｡ priority とは何 ぞや との議論 は さてお.き,論文 の引用
は先 に行 なわれた由連研究 に対する礼儀で もあ り, また読者 の便宜のためにも
関連研究 を紹介 して研究の経過 と現状 を伝 える意義を含 んでいるもので,それ




ある と考えます｡研究の priority は公認記録 のみが意味をもっスポーツ界や,
正式 届出 とそ の受理認可 が法的権利 の根拠 となる特許権や鉱業権の間帝 とは異
質の ものであるべきでしょう｡因み にわれわれが気 を付けねば ならぬのはこの
ような権威主義的な考えが研究に入 りこみ易いことです｡引用すべき論文 を無
視す ることは故意に行なわれ ることもあ りましょうが, あらゆる学術誌 に目を
通す ことが事実上不可能 な琴在,不注意 に落す ことは しばしば起 り得ることで
す し,卒直な連絡 により歪の是正が行なわれることもよく経験することです｡
本編集部 としては学術論文 を書かれ る一般 の方 には privatecoITmunication
扱いであると言 うだけの理由で 本誌の論文の正当な引用 を怠 ることのないよう
お願 い し, 本 誌 の投 稿 者 に は 引 用 が 適 当 とお 考 え に なれ ば private
com unication をしたのだと言 う自覚の下に堂々 と自己主張 をされることを
おす ゝめします｡以上のような含みにおいて著者の了承 を得た上で private
coImmur!ication 扱 いとする-云々の 注意書は残す ことに しましたoた ゞし読者
して頂 きた′いと思います｡
さて本号 がお手許 に届 く頃には,皆様初夢や新春放談など終えられて各 自そ
の夢 の実現に地道な努力 を重ねてお られることと存 じます｡本誌の編集方針な
どについて も建設的な御批判御意見などをお寄せ下 さることを切に期待致 しま
す｡ (H .M)
物 性 研 究
第 17巻 第4号
1972年 1月20日発行
発行人 栓 田 博 嗣
京都 市左 京 区 北 白川 追 分 町
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(】)Symmetry of Strong lnteractions
(2)Nuclear Structure from Weak and Related Processes
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